
10

20

JP 7606008 B2 2024.12.24

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7606008号

(P7606008)
(24)登録日　令和6年12月16日(2024.12.16)(45)発行日　令和6年12月24日(2024.12.24)

(54)【発明の名称】　フェルールの保持構造

(51)国際特許分類
　   Ｇ０２Ｂ 6/36 (2006.01)

ＦＩ
　Ｇ０２Ｂ 6/36 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2023-554239(P2023-554239)
(86)(22)出願日　 令和4年4月18日(2022.4.18)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2022/018026
(87)国際公開番号　 WO2023/067832
(87)国際公開日　 令和5年4月27日(2023.4.27)

審査請求日　 令和5年12月22日(2023.12.22)
(31)優先権主張番号　特願2021-171545(P2021-171545)
(32)優先日　 令和3年10月20日(2021.10.20)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

日本国(JP)

(73)特許権者　 000005186
株式会社フジクラ
東京都江東区木場１丁目５番１号

(74)代理人　 100141139
弁理士　及川  周

(74)代理人　 100169764
弁理士　清水  雄一郎

(74)代理人　 100206081
弁理士　片岡  央

(74)代理人　 100188891
弁理士　丹野  拓人

(72)発明者　 菅野  修平
千葉県佐倉市六崎１４４０  株式会社フ 
ジクラ  佐倉事業所内

審査官　 山本  元彦
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 フ ァ イ バ と 、
　 前 記 光 フ ァ イ バ を 後 端 か ら 前 端 で あ る 接 続 端 面 ま で 挿 通 し て 前 記 光 フ ァ イ バ を 保 持 す る  
フ ェ ル ー ル と 、
　 前 記 フ ェ ル ー ル を 前 記 後 端 か ら 前 記 接 続 端 面 に 向 か う 前 方 向 に 付 勢 し 、 内 側 に 前 記 光 フ  
ァ イ バ が 挿 通 さ れ た コ イ ル ス プ リ ン グ と 、
　 前 記 フ ェ ル ー ル の 少 な く と も 一 部 及 び 前 記 コ イ ル ス プ リ ン グ を 内 部 に 収 容 す る ハ ウ ジ ン  
グ と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 係 合 し て 、 前 記 コ イ ル ス プ リ ン グ の 後 端 側 を 支 持 す る 支 持 部 材 と 、
　 前 記 支 持 部 材 の 一 部 と 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 一 部 と に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 支 持 部 材 を 前 記  
ハ ウ ジ ン グ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け る 回 転 機 構 と 、 を 備 え 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 回 転 機 構 に よ っ て 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 回 転 す る こ と に 伴 っ て  
前 記 コ イ ル ス プ リ ン グ を 前 記 前 方 向 に 押 す 押 付 面 を 有 す る
　 フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 機 構 は 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ て 前 後 方 向 に 直 交 す る 第 一 直 交 方 向 に 延 び る 第 一 軸 支 持 部 及  
び 第 二 軸 支 持 部 と 、
　 前 記 支 持 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 第 一 軸 支 持 部 が 嵌 ま る こ と で 前 記 支 持 部 材 が 前 記 第 一 軸  

請求項の数　7　（全18頁）
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支 持 部 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 第 一 窪 み と 、 を 有 し 、
　 前 記 支 持 部 材 の 押 付 面 は 、 前 記 支 持 部 材 が 前 記 第 一 軸 支 持 部 を 中 心 に 第 一 位 置 か ら 第 二  
位 置 ま で 回 転 す る こ と に 伴 っ て 前 記 コ イ ル ス プ リ ン グ を 前 記 前 方 向 に 押 し 、
　 前 記 回 転 機 構 は 、 前 記 支 持 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 支 持 部 材 が 前 記 第 二 位 置 に 到 達 す る こ  
と で 、 前 記 第 二 軸 支 持 部 が 嵌 っ て 前 記 第 二 位 置 か ら 前 記 第 一 位 置 へ 向 か う 前 記 支 持 部 材 の  
回 転 移 動 を 規 制 す る 第 二 窪 み を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 支 持 部 材 が 前 記 第 二 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で は 、 前 記 第 一 窪 み が 前 記 第 一 軸 支 持 部  
の 前 記 前 方 向 側 に 位 置 し 、 か つ 、 前 記 第 二 窪 み が 前 記 第 二 軸 支 持 部 の 前 記 前 方 向 に 位 置 し 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 第 二 位 置 か ら 前 記 コ イ ル ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に 抗 っ て 前 記 前 方 向  
に 移 動 可 能 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 及 び 前 記 支 持 部 材 の う ち 少 な く と も 一 方 の 部 材 は 、
　 前 記 支 持 部 材 が 前 記 第 二 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 前 記 前 後 方 向 、 並 び に 、 前 記 前 後 方  
向 及 び 前 記 第 一 直 交 方 向 に 直 交 す る 第 二 直 交 方 向 の 両 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 案 内 面 を 有 し 、
　 前 記 傾 斜 案 内 面 は 、 前 記 支 持 部 材 が 前 記 第 二 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 前 記 前 後 方 向 に  
お い て 前 記 ハ ウ ジ ン グ 及 び 前 記 支 持 部 材 の う ち 他 方 の 部 材 に 対 向 す る 請 求 項 ３ に 記 載 の フ  
ェ ル ー ル の 保 持 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 回 転 機 構 は 、 前 記 支 持 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 第 二 軸 支 持 部 が 嵌 ま る こ と で 前 記 支 持  
部 材 が 前 記 第 二 軸 支 持 部 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 第 三 窪 み を さ ら に 有 し 、
　 前 記 第 一 軸 支 持 部 は 、 前 記 第 二 軸 支 持 部 に 対 し て 前 記 前 方 向 と 反 対 の 後 方 向 に 位 置 し 、
　 前 記 第 一 窪 み は 、 前 記 第 二 窪 み に 対 し て 前 記 後 方 向 に 位 置 し 、
　 前 記 第 三 窪 み は 、 前 記 支 持 部 材 が 前 記 第 二 位 置 に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 前 記 第 二 窪 み に 対  
し て 前 記 前 後 方 向 及 び 前 記 第 一 直 交 方 向 に 直 交 す る 第 二 直 交 方 向 に ず れ て 位 置 し 、 か つ 、  
前 記 第 二 窪 み に 対 し て 前 記 前 方 向 に 位 置 し て い る 請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の フ ェ ル ー  
ル の 保 持 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ェ ル ー ル の 前 記 後 端 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 フ ェ ル ー ル の 後 方 に 延 び る 前 記 光 フ ァ イ  
バ を 挿 通 さ せ る 筒 状 部 材 を 備 え 、
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 筒 状 部 材 の 外 周 側 に お い て 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 移 動 可 能 で あ  
る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 フ ェ ル ー ル の 前 記 後 端 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 フ ェ ル ー ル の 後 方 に 延 び る 前 記 光 フ ァ イ  
バ を 挿 通 さ せ る 筒 状 部 材 を 備 え 、
　 前 記 コ イ ル ス プ リ ン グ は 、 前 記 筒 状 部 材 の 外 周 側 に 位 置 す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い  
ず れ か 一 項 に 記 載 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 に 関 す る 。
　 本 願 は 、 ２ ０ ２ １ 年 １ ０ 月 ２ ０ 日 に 日 本 に 出 願 さ れ た 特 願 ２ ０ ２ １ － １ ７ １ ５ ４ ５ 号 に  
基 づ き 優 先 権 を 主 張 し 、 そ の 内 容 を こ こ に 援 用 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 光 フ ァ イ バ を 互 い に 接 続 す る 光 コ ネ ク タ が 普 及 し て い る 。 近 年 の 光 通 信 高 速 化 に  
伴 い 、 光 フ ァ イ バ が 単 心 の 光 コ ネ ク タ よ り も 、 光 フ ァ イ バ が 多 心 の 光 コ ネ ク タ が 用 い ら れ  
て き て い る 。
　 特 許 文 献 １ に は 、 Ｍ Ｐ Ｏ （ M u l t i - f i b e r  P u s h  O n ） コ ネ ク タ と 呼 ば れ る 多 心 の 光 コ ネ ク
タ が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 種 の 光 コ ネ ク タ は 、 複 数 の 光 フ ァ イ バ を １ つ の フ ェ ル ー ル に 保  
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持 し 、 そ の フ ェ ル ー ル と フ ェ ル ー ル を 付 勢 す る 付 勢 部 材 （ ス プ リ ン グ ） と を 、 ハ ウ ジ ン グ  
と 支 持 部 材 （ ス プ リ ン グ プ ッ シ ュ ） と で 挟 み 込 む こ と に よ り フ ェ ル ー ル を 保 持 す る 構 造 を  
有 す る 。 付 勢 部 材 の 付 勢 力 （ 押 圧 力 ） は 、 複 数 の 光 フ ァ イ バ が 露 出 す る フ ェ ル ー ル の 接 続  
端 面 を 互 い に 押 し 付 け て 、 各 光 コ ネ ク タ の 機 械 的 な 接 続 （ す な わ ち 光 フ ァ イ バ と 他 の 光 フ  
ァ イ バ と の 接 続 ） を 確 保 す る た め に 必 要 で あ る 。
　 特 許 文 献 ２ に は 、 特 許 文 献 １ と 同 様 の Ｍ Ｐ Ｏ コ ネ ク タ が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文  
献 ２ に は 、 Ｍ Ｐ Ｏ コ ネ ク タ を 別 の Ｍ Ｐ Ｏ コ ネ ク タ 等 に 接 続 す る た め に 、 ア ダ プ タ に 挿 入 す  
る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 日 本 国 特 表 ２ ０ １ ８ － ５ ０ ８ ０ ４ ５ 号 公 報
【 文 献 】 日 本 国 特 開 ２ ０ １ ８ － ０ ９ ２ １ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 従 来 の 光 コ ネ ク タ な ど の よ う に フ ェ ル ー ル を 保 持 す る 構 造 （ フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造  
） の 組 立 は 、 今 ま で は 工 場 で 行 わ れ て き た が 、 近 年 で は 光 フ ァ イ バ を 敷 設 す る 現 場 に お い  
て 作 業 者 が 行 う こ と が 増 え て き て い る 。
　 フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 の 組 立 は 、 フ ェ ル ー ル 及 び 付 勢 部 材 を 、 光 フ ァ イ バ の 延 長 方 向 に  
お い て 、 ハ ウ ジ ン グ と ハ ウ ジ ン グ に 係 合 す る 支 持 部 材 と で 挟 み 込 む こ と で 行 わ れ る 。 こ こ  
で 、 フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 に お い て 、 必 要 な 付 勢 部 材 の 押 圧 力 （ 以 下 、 バ ネ 圧 と 呼 ぶ ） の  
大 き さ は 、 フ ェ ル ー ル に 保 持 さ れ る 光 フ ァ イ バ の 本 数 （ 心 線 数 ） に 比 例 し て 高 く な る 。 例  
え ば 、 フ ェ ル ー ル が １ ２ 心 の 光 フ ァ イ バ を 保 持 す る フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 （ 光 コ ネ ク タ ）  
に お い て 、 必 要 な バ ネ 圧 は １ ０ Ｎ で あ る 。 ま た 、 フ ェ ル ー ル が ２ ４ 心 の 光 フ ァ イ バ を 保 持  
す る フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 （ 光 コ ネ ク タ ） に お い て 、 必 要 な バ ネ 圧 は ２ ０ Ｎ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 工 場 に お い て フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 を 組 み 立 て る 際 に は 、 バ ネ 圧 が 高 く な っ て も 組 立 用  
の 適 切 な 治 具 や 装 置 （ 大 掛 か り な 治 具 や 装 置 ） を 使 用 す る こ と で 、 フ ェ ル ー ル 及 び 付 勢 部  
材 を ハ ウ ジ ン グ と 支 持 部 材 と の 間 に 挟 み 込 む こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 現 場 に お い て  
上 記 し た 治 具 や 装 置 を 使 用 で き な い 場 合 、 バ ネ 圧 が 高 く な る と 、 フ ェ ル ー ル 及 び 付 勢 部 材  
を ハ ウ ジ ン グ と 支 持 部 材 と の 間 に 挟 み 込 む こ と が 難 し く な る 。 す な わ ち 、 フ ェ ル ー ル の 保  
持 構 造 の 組 立 が 難 し く な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 特 別 な 治 具 や 装 置 が 無 く て も  
、 現 場 に お い て も 組 立 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 な フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 は 、 光 フ ァ イ バ と 、 前 記 光 フ ァ イ バ を 後 端  
か ら 前 端 で あ る 接 続 端 面 ま で 挿 通 し て 前 記 光 フ ァ イ バ を 保 持 す る フ ェ ル ー ル と 、 前 記 フ ェ  
ル ー ル を 前 記 後 端 か ら 前 記 接 続 端 面 に 向 か う 前 方 向 に 付 勢 す る 付 勢 部 材 と 、 前 記 フ ェ ル ー  
ル の 少 な く と も 一 部 及 び 前 記 付 勢 部 材 を 内 部 に 収 容 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に  
係 合 し て 、 前 記 付 勢 部 材 の 後 端 側 を 支 持 す る 支 持 部 材 と 、 前 記 支 持 部 材 の 一 部 と 前 記 ハ ウ  
ジ ン グ の 一 部 と に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 支 持 部 材 を 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け  
る 回 転 機 構 と 、 を 備 え 、 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 回 転 機 構 に よ っ て 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て  
回 転 す る こ と に 伴 っ て 前 記 付 勢 部 材 を 前 記 前 方 向 に 押 す 押 付 面 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 特 別 な 治 具 や 装 置 が 無 く て も 、 現 場 に お い て も フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造  
の 組 立 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 で あ っ て 、 一 つ の 支 持 部 材 が 付  
勢 部 材 の 後 端 側 を 支 持 し て い な い 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の I I － I I 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の I I I － I I I 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 に お い て 、 一 つ の フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト を ハ ウ ジ ン グ  
か ら 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト の う ち 光 フ ァ イ バ 、 付 勢 部 材 、 筒 状 部 材 及 び ス ペ ー サ  
部 材 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 の 要 部 を 拡 大 し て 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 状 態 か ら 支 持 部 材 に よ っ て 付 勢 部 材 の 後 端 を 支 持 す る ま で の 過 程 を 説  
明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 対 応 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ に 続 く 過 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 対 応 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ に 続 く 過 程 で あ り 、 支 持 部 材 が 付 勢 部 材 の 後 端 を 支 持 し て い る 状 態 に 対 応  
す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 対 応 し 、 支 持 部 材 が 付 勢 部 材 の 後 端 を 支 持 し て い る 状 態 を 示 す 断 面 図  
で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ に 示 す 状 態 か ら 支 持 部 材 に よ る 付 勢 部 材 の 支 持 を 解 除 す る ま で の 過 程 を  
説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 対 応 す る 過 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ ， １ ４ に 続 く 過 程 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ～ ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ に 保  
持 さ れ た 光 フ ァ イ バ １ １ を 互 い に 接 続 す る 光 コ ネ ク タ を 構 成 し て い る 。
　 フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ は 、 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ （ ２ Ａ ， ２ Ｂ ） と 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と  
、 支 持 部 材 ４ （ ４ Ａ ， ４ Ｂ ） と 、 回 転 機 構 ５ と 、 を 備 え る 。 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ は 、 こ  
れ に 含 ま れ る 光 フ ァ イ バ １ １ を 別 の フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 光 フ ァ イ バ １ １ に 接 続 す る 。  
本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ は 、 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ を ２ つ 備 え る 。 ハ ウ ジ ン  
グ ３ は 、 こ れ ら ２ つ の フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ を 接 続 す る ア ダ プ タ と し て 構 成 さ れ て い る 。  
以 下 の 説 明 で は 、 ２ つ の フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ の 一 方 を 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ と 呼  
び 、 他 方 を 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ と 呼 ぶ こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ ～ ４ に 示 す よ う に 、 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ は 、 光 フ ァ イ バ １ １ と 、 フ ェ ル ー  
ル １ ２ と 、 付 勢 部 材 １ ３ と 、 を 備 え る 。 ま た 、 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ は 、 ス ペ ー サ  
部 材 １ ４ 及 び 筒 状 部 材 １ ５ を さ ら に 備 え る 。 フ ェ ル ー ル １ ２ は 、 光 フ ァ イ バ １ １ を 挿 通 さ  
せ て 光 フ ァ イ バ １ １ の 先 端 を 露 出 さ せ る 接 続 端 面 １ ２ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 光 フ ァ イ バ １ １ が フ ェ ル ー ル １ ２ に 挿 通 さ れ る 方 向 を 前 後 方 向 Ｘ  
と 呼 ぶ 。 ま た 、 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ で は 、 前 後 方 向 Ｘ に お け る フ ェ ル ー ル １ ２ の  
接 続 端 面 １ ２ １ 側 を 前 方 向 （ ＋ Ｘ ） と 呼 び 、 そ の 反 対 側 を 後 方 向 （ － Ｘ ） と 呼 ぶ 。 前 後 方  
向 Ｘ に 直 交 す る 一 つ の 方 向 （ 第 二 直 交 方 向 ） を 上 下 方 向 Ｚ と 呼 ぶ 。 ま た 、 上 下 方 向 Ｚ の 一  
方 側 を 上 方 向 （ ＋ Ｚ ） と し 、 他 方 側 を 下 方 向 （ － Ｚ ） と 呼 ぶ 。 前 後 方 向 Ｘ 及 び 上 下 方 向 Ｚ  
の 両 方 に 直 交 す る 方 向 （ 第 一 直 交 方 向 ） を 左 右 方 向 Ｙ と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ ェ ル ー ル １ ２ は 、 光 フ ァ イ バ １ １ を 後 端 か ら 前 端 で あ る 接 続 端 面 １ ２ １ ま で 挿 通 し て  
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光 フ ァ イ バ １ １ を 保 持 す る 。 フ ェ ル ー ル １ ２ の 接 続 端 面 １ ２ １ に は 、 光 フ ァ イ バ １ １ の 先  
端 が 露 出 す る 。 フ ェ ル ー ル １ ２ に 保 持 さ れ る 光 フ ァ イ バ １ １ の 数 （ 接 続 端 面 １ ２ １ に 露 出  
す る 光 フ ァ イ バ １ １ の 数 ） は 、 任 意 で あ っ て よ い 。
　 フ ェ ル ー ル １ ２ は 、 接 続 端 面 １ ２ １ （ 前 端 ） か ら 後 端 ま で 前 後 方 向 Ｘ に 貫 通 す る ガ イ ド  
孔 １ ２ ２ を 有 す る 。 ガ イ ド 孔 １ ２ ２ に は 、 ガ イ ド ピ ン １ ６ が 挿 入 可 能 で あ る 。 ガ イ ド ピ ン  
１ ６ は 、 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の フ ェ ル ー ル １ ２ と 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ の  
フ ェ ル ー ル １ ２ と を 相 互 に 位 置 決 め す る 。 本 実 施 形 態 に お い て ガ イ ド ピ ン １ ６ は 、 第 一 フ  
ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の フ ェ ル ー ル １ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 ガ イ ド ピ ン １ ６  
は 、 第 一 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ ， ２ Ｂ の フ ェ ル ー ル １ ２ の 接 続 端 面 １ ２ １ を 突 き  
合 せ る 際 に 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ の フ ェ ル ー ル １ ２ の ガ イ ド 孔 １ ２ ２ に 挿 入 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 付 勢 部 材 １ ３ は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ の 後 端 側 に 配 置 さ れ 、 フ ェ ル ー ル １ ２ を そ の 後 端 か ら  
接 続 端 面 １ ２ １ （ 前 端 ） に 向 か う 前 方 向 に 付 勢 す る 。 付 勢 部 材 １ ３ の 具 体 的 な 構 成 は 任 意  
で あ っ て よ い 。 本 実 施 形 態 に お け る 付 勢 部 材 １ ３ は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ で あ る 。 図 示 例 に  
お け る コ イ ル ス プ リ ン グ は 、 前 後 方 向 Ｘ か ら 見 て 上 下 方 向 Ｚ を 長 径 と す る 楕 円 形 で あ る が  
、 例 え ば 円 形 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス ペ ー サ 部 材 １ ４ は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ と 付 勢 部 材 １ ３ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 ス ペ ー  
サ 部 材 １ ４ は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ 側 に 位 置 す る 付 勢 部 材 １ ３ の 前 端 を 支 持 す る 。 図 示 し な い  
が 、 ス ペ ー サ 部 材 １ ４ に は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ の 後 方 （ 後 方 向 ） に 延 び る 光 フ ァ イ バ １ １ を  
後 方 に 挿 通 さ せ る 挿 通 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の ス ペ ー サ 部 材 １ ４ は 、 前 述 し た  
ガ イ ド ピ ン １ ６ を 保 持 す る ピ ン ク ラ ン プ と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ ～ ５ に 示 す よ う に 、 筒 状 部 材 １ ５ は 、 そ の 軸 方 向 が 前 後 方 向 Ｘ に 延 び る よ う に 、 フ  
ェ ル ー ル １ ２ の 後 端 側 に 配 置 さ れ て い る 。 筒 状 部 材 １ ５ に は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ の 後 方 に 延  
び る 光 フ ァ イ バ １ １ が 挿 通 さ れ て い る 。 ま た 、 筒 状 部 材 １ ５ は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ で あ る  
付 勢 部 材 １ ３ の 内 側 に 挿 通 さ れ る 。 こ の よ う な 状 態 に お い て 、 付 勢 部 材 １ ３ は 筒 状 部 材 １  
５ の 外 周 側 に 位 置 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 筒 状 部 材 １ ５ は 、 ス ペ ー サ 部 材 １ ４ に 一 体  
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ ～ ３ に 示 す よ う に 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ の 構 成 は 、 前 述 し た 第 一 フ ェ ル ー  
ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 構 成 と 同 様 で あ る 。 た だ し 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ で は 、 前 後 方  
向 Ｘ の う ち － Ｘ 方 向 が フ ェ ル ー ル １ ２ の 前 方 向 に 対 応 し 、 ＋ Ｘ 方 向 が フ ェ ル ー ル １ ２ の 後  
方 向 に 対 応 し て い る 。 す な わ ち 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ は 、 前 後 方 向 Ｘ に お い て 第  
一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ と 反 対 側 に 向 い て い る 。 こ れ に よ り 、 第 一 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ  
ニ ッ ト ２ Ａ ， ２ Ｂ の フ ェ ル ー ル １ ２ の 接 続 端 面 １ ２ １ が 前 後 方 向 Ｘ に お い て 対 向 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ～ ４ に 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ は 、 前 後 方 向 Ｘ に 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。  
ハ ウ ジ ン グ ３ は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ 及 び 付 勢 部 材 １ ３ を 内 部 に 収 容 す る 。 本 実 施 形 態 に お い  
て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 内 部 に は 、 ス ペ ー サ 部 材 １ ４ 及 び 筒 状 部 材 １ ５ も 収 容 さ れ る 。 図 示 例  
に お い て は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ 、 付 勢 部 材 １ ３ 及 び ス ペ ー サ 部 材 １ ４ の 各 全 体 が ハ ウ ジ ン グ  
３ に 収 容 さ れ る 。 ま た 、 筒 状 部 材 １ ５ の 一 部 が ハ ウ ジ ン グ ３ に 収 容 さ れ 、 筒 状 部 材 １ ５ の  
後 端 部 （ 残 部 ） は 前 後 方 向 Ｘ に お い て ハ ウ ジ ン グ ３ の 外 側 に 位 置 す る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ の 内  
部 に 収 容 さ れ た フ ェ ル ー ル １ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 所 定 位 置 よ り も 前 方 向 に 移 動 し  
な い よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に よ っ て 規 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ は 、 ＋ Ｘ 方 向 を 前 方 向 と し て ハ ウ ジ ン グ ３ に 挿 入 さ れ る こ  
と で ハ ウ ジ ン グ ３ に 収 容 さ れ る 。 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ は 、 － Ｘ 方 向 を 前 方 向 と し  
て ハ ウ ジ ン グ ３ に 挿 入 さ れ る こ と で ハ ウ ジ ン グ ３ に 収 容 さ れ る 。 す な わ ち 、 ハ ウ ジ ン グ ３  
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に は 、 第 一 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ ， ２ Ｂ が 前 後 方 向 Ｘ に お い て 互 い に 逆 向 き で 挿  
入 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 一 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ ， ２ Ｂ の フ ェ ル ー ル １ ２ の 各  
々 の 接 続 端 面 １ ２ １ を 突 き 合 せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 支 持 部 材 ４ （ ス プ リ ン グ プ ッ シ ュ ） は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 係 合 す る こ と で 、 付 勢 部 材 １ ３  
の 後 端 側 を 支 持 す る 。 支 持 部 材 ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 係 合 し た 状 態 で 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 収  
容 さ れ た フ ェ ル ー ル １ ２ 及 び 付 勢 部 材 １ ３ を 、 前 後 方 向 Ｘ に お い て ハ ウ ジ ン グ ３ と の 間 に  
挟 み 込 む 。 こ の よ う な 状 態 に お い て 、 付 勢 部 材 １ ３ は 前 後 方 向 Ｘ に お い て 弾 性 的 に 圧 縮 さ  
れ 、 フ ェ ル ー ル １ ２ を 前 方 向 に 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ は 、 支 持 部 材 ４ を ２ つ 備 え る 。 ２ つ の 支 持 部 材 ４  
の う ち 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ に 対 応 し て お り 、 第 二 支 持 部 材  
４ Ｂ が 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ に 対 応 し て い る 。
　 図 １ ～ ３ に お い て 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ は 、 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 付 勢 部 材 １ ３  
の 後 端 を 支 持 し な い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 、 す な わ ち ハ ウ ジ ン グ ３ に 係 合 し て い な い 。 こ  
の た め 、 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 付 勢 部 材 １ ３ は 、 弾 性 的 に 圧 縮 さ れ て お ら ず 、 第  
一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の フ ェ ル ー ル １ ２ を 前 方 向 （ ＋ Ｘ 方 向 ） に 付 勢 し て い な い 。 一  
方 、 第 二 支 持 部 材 ４ Ｂ は 、 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 付 勢 部 材 １ ３ の 後 端 を 支 持 す る  
位 置 に 配 置 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 係 合 し て い る 。 こ れ に よ り 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２  
Ｂ の 付 勢 部 材 １ ３ は 、 弾 性 的 に 圧 縮 さ れ 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ の フ ェ ル ー ル １ ２  
を 前 方 向 （ － Ｘ 方 向 ） に 付 勢 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ， ４ に 示 す 回 転 機 構 ５ は 、 支 持 部 材 ４ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け る 機 構  
で あ る 。 図 ２ ， ３ ， ９ ～ １ ２ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ は 、 回 転 機 構 ５ に よ っ て ハ ウ ジ ン  
グ ３ に 対 し て 回 転 す る こ と に 伴 っ て 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に 押 す 押 付 面 ４ ７ １ を 有 す る 。
　 以 下 、 本 実 施 形 態 の 回 転 機 構 ５ に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ， ４ に 示 す よ う に 、 回 転 機 構 ５ は 、 支 持 部 材 ４ の 一 部 と 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 一 部 と に  
よ っ て 構 成 さ れ る 。 つ ま り 、 回 転 機 構 ５ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 設 け ら れ た 第 一 軸 支 持 部 ３ １  
及 び 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ と 、 支 持 部 材 ４ に 設 け ら れ た 第 一 窪 み ４ １ 及 び 第 二 窪 み ４ ２ と 、 を  
有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 軸 支 持 部 ３ １ 及 び 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ は 、 左 右 方 向 Ｙ （ 第 一 直 交 方 向  
） に 延 び て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ 及 び 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ は 、 前 後  
方 向 Ｘ に お け る ハ ウ ジ ン グ ３ の 端 部 に お い て 、 左 右 方 向 Ｙ に お け る ハ ウ ジ ン グ ３ の 両 側 の  
外 面 か ら 外 側 に 延 び て い る 。 ま た 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ 及 び 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ は 、 そ れ ぞ れ  
第 一 窪 み ４ １ 及 び 第 二 窪 み ４ ２ （ お よ び 後 述 す る 第 三 窪 み ４ ３ ） に 対 す る 回 転 中 心 軸 と し  
て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 一 軸 支 持 部 ３ １ と 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ と は 、 前 後 方 向 Ｘ に 間 隔 を あ け て 位 置 し て い る 。  
本 実 施 形 態 で は 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ に 対 し て 後 方 向 に 位 置 す る 。 例 え  
ば 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ に 対 応 す る 第 一 軸 支 持 部 ３ １ は 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ に 対 し て － Ｘ 方 向  
に 位 置 す る 。 ま た 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ は 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ に 対 し て 下 方 向 に 位 置 す る 。
　 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 軸 支 持 部 ３ １ 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ に は 、 後 述 す る 支 持 部 材 ４ が 引 っ  
掛 け ら れ る 。 支 持 部 材 ４ が 第 一 軸 支 持 部 ３ １ や 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ に 引 っ 掛 か っ た 状 態 に お  
い て 、 支 持 部 材 ４ は ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 第 一 軸 支 持 部 ３ １ や 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 中 心 に  
回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ９ ， １ １ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ の 第 一 窪 み ４ １ に は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 軸 支 持  
部 ３ １ が 嵌 ま る こ と が で き る 。 第 一 窪 み ４ １ に 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 嵌 ま っ た 状 態 で は 、 支  
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持 部 材 ４ が 第 一 軸 支 持 部 ３ １ を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 。 ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ハ ウ  
ジ ン グ ３ の 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ が 、 支 持 部 材 ４ の 第 二 窪 み ４ ２ に 嵌 ま る こ と が で き る 。 支 持  
部 材 ４ の 第 一 窪 み ４ １ 及 び 第 二 窪 み ４ ２ の 相 対 的 な 位 置 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 軸 支 持 部  
３ １ 及 び 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ の 相 対 的 な 位 置 に 対 応 し て い る 。 す な わ ち 、 第 一 窪 み ４ １ と 第  
二 窪 み ４ ２ と は 所 定 の 方 向 に 間 隔 を あ け て 位 置 す る 。 ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 一 窪  
み ４ １ と 第 二 窪 み ４ ２ と が 概 ね 前 後 方 向 Ｘ に 並 ぶ よ う に 支 持 部 材 ４ が 配 置 さ れ た 状 態 （ 支  
持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 ） で は 、 第 一 窪 み ４ １ が 第 二 窪 み ４ ２ に 対 し て  
後 方 向 に 位 置 す る 。 例 え ば 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 第 一 窪 み ４ １ は 第 二 窪 み ４ ２ に 対 し て － Ｘ  
方 向 に 位 置 す る 。 ま た 、 第 一 窪 み ４ １ は 第 二 窪 み ４ ２ に 対 し て 下 方 向 に 位 置 す る 。 こ の た  
め 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 で は 、 支 持 部 材 ４ の 第 一 窪 み ４ １ に 第 一  
軸 支 持 部 ３ １ を 嵌 め る と 同 時 に 、 第 二 窪 み ４ ２ に 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 嵌 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 第 一 窪 み ４ １ 及 び 第 二 窪 み ４ ２ は 、 互 い に 同 じ 方 向 に 窪 ん で い る 。 例 え ば 図 １ １  
に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 第 一 窪 み ４ １ 及 び  
第 二 窪 み ４ ２ は 前 方 向 に 窪 ん で い る 。 例 え ば 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ に 対 応 す る 第 一 窪 み ４ １  
及 び 第 二 窪 み ４ ２ は ＋ Ｘ 方 向 に 窪 ん で い る 。
　 こ れ に よ り 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て は 、 第 一 窪 み ４ １ が  
第 一 軸 支 持 部 ３ １ の 前 方 向 側 に 位 置 し 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 第 一 窪 み ４ １ に 対 し て 前 方 向  
に 嵌 ま る 。 同 様 に 、 第 二 窪 み ４ ２ が 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ の 前 方 向 側 に 位 置 し 、 第 二 軸 支 持 部  
３ ２ が 第 二 窪 み ４ ２ に 対 し て 前 方 向 に 嵌 ま る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ９ ， １ １ に 示 す よ う に 、 第 一 窪 み ４ １ に 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 嵌 ま っ た 状 態 で は 、 支 持  
部 材 ４ が 第 一 軸 支 持 部 ３ １ を 中 心 と し て 図 ９ ， １ ０ に 示 す 第 一 位 置 Ｐ ２ か ら 図 １ １ ， １ ２  
に 示 す 第 二 位 置 Ｐ ３ ま で 回 転 す る こ と に 伴 っ て 、 支 持 部 材 ４ の 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １  
３ を 前 方 向 に 押 す 。 図 ９ ～ １ ２ に お い て は 、 支 持 部 材 ４ が 第 一 軸 支 持 部 ３ １ を 中 心 と し て  
時 計 回 り （ Ｄ ３ 方 向 ） に 回 転 す る 。 そ し て 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 到 達 す る こ と で  
第 二 軸 支 持 部 ３ ２ が 支 持 部 材 ４ の 第 二 窪 み ４ ２ に 嵌 ま る 。 こ の よ う な 状 態 で は 、 付 勢 部 材  
１ ３ の 付 勢 力 に よ っ て 、 支 持 部 材 ４ が 後 方 向 に 押 さ れ る た め 、 第 一 、 第 二 軸 支 持 部 ３ １ ，  
３ ２ が 第 一 、 第 二 窪 み ４ １ ， ４ ２ に 嵌 ま っ た 状 態 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 １ １ ， １ ２ に 示 す 状 態 に お い て 、 第 二 窪 み ４ ２ は 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ を 中 心 と  
し て 第 二 位 置 Ｐ ３ か ら 第 一 位 置 Ｐ ２ （ 図 ９ ， １ ０ 参 照 ） へ 向 か う 支 持 部 材 ４ の 回 転 移 動 を  
規 制 す る 。 具 体 的 に 、 第 二 窪 み ４ ２ は 、 第 二 窪 み ４ ２ に 嵌 ま る 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ に 対 し て  
、 第 二 位 置 Ｐ ３ か ら 第 一 位 置 Ｐ ２ へ 向 か う 支 持 部 材 ４ の 回 転 方 向 の 後 側 （ Ｄ ３ 方 向 の 前 側  
） に 位 置 す る 係 止 部 分 ４ ２ １ を 有 す る 。 こ の よ う な 係 止 部 分 ４ ２ １ に よ っ て 第 二 位 置 Ｐ ３  
か ら 第 一 位 置 Ｐ ２ へ の 支 持 部 材 ４ の 回 転 移 動 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 支 持 部 材 ４ は そ  
の 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に 押 し た 位 置 に 保 持 さ れ る 。 こ の よ う な 状 態 で は  
、 ハ ウ ジ ン グ ３ と 支 持 部 材 ４ と の 間 に 付 勢 部 材 １ ３ が 圧 縮 し た 状 態 で 挟 み 込 ま れ る 。 す な  
わ ち 、 支 持 部 材 ４ の 第 二 位 置 Ｐ ３ は 、 支 持 部 材 ４ が ハ ウ ジ ン グ ３ に 係 合 し て 付 勢 部 材 １ ３  
の 後 端 側 を 支 持 す る 係 合 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 支 持 部 材 ４ が 上 記 し た 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 第 一 窪 み ４ １ に 嵌 ま っ  
た 第 一 軸 支 持 部 ３ １ の 後 方 向 側 、 及 び 、 第 二 窪 み ４ ２ に 嵌 ま っ た 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ の 後 方  
向 側 は 、 そ れ ぞ れ 開 放 さ れ て い る 。 こ の た め 、 支 持 部 材 ４ は 、 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た  
状 態 か ら 、 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 に 抗 っ て 前 方 向 に 移 動 す る こ と は 可 能 で あ る 。 な お 、 第  
二 位 置 Ｐ ３ か ら 支 持 部 材 ４ を 前 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 第 一 窪 み ４ １ 及 び 第 二 窪 み ４ ２  
を そ れ ぞ れ ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 軸 支 持 部 ３ １ 及 び 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ か ら 離 す こ と が で き る  
。 こ れ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と 支 持 部 材 ４ と の 係 合 状 態 を 解 除 し て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と 支 持  
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部 材 ４ と に よ る 付 勢 部 材 １ ３ の 挟 み 込 み を 解 除 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 回 転 機 構 ５ は 、 支 持 部 材 ４ に 設 け ら れ た 第 三 窪 み ４ ３ を さ ら に 有 す る 。 図  
６ ， ７ に 示 す よ う に 、 第 三 窪 み ４ ３ は 、 第 三 窪 み ４ ３ に ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 二 軸 支 持 部 ３ ２  
が 嵌 ま る こ と で 支 持 部 材 ４ が ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 中 心 に 回 転 可 能 で  
あ る 。
　 第 三 窪 み ４ ３ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 で  
、 第 一 窪 み ４ １ と 同 様 に 、 第 二 窪 み ４ ２ に 対 し て 下 方 向 に 位 置 し て い る 。 ま た 、 第 三 窪 み  
４ ３ は 、 第 二 窪 み ４ ２ に 対 し て 前 方 向 に 位 置 す る 。 例 え ば 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 第 三 窪 み ４  
３ は 、 第 二 窪 み ４ ２ に 対 し て ＋ Ｘ 方 向 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の た め 、 例 え ば 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 第 三 窪 み ４ ３ に 嵌 め た 状 態 で  
第 一 窪 み ４ １ 及 び 第 三 窪 み ４ ３ が 概 ね 前 後 方 向 Ｘ に 並 ぶ よ う に 配 置 し て も 、 第 一 軸 支 持 部  
３ １ は 第 一 窪 み ４ １ よ り も 後 方 向 に 位 置 す る 。 こ の た め 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 第 三 窪 み ４  
３ に 嵌 め た 状 態 に お い て 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 第 一 窪 み ４ １ に 嵌 ま る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 三 窪 み ４ ３ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 に  
お い て 、 第 一 窪 み ４ １ 及 び 第 二 窪 み ４ ２ と 同 じ 前 方 向 に 窪 ん で い る 。 例 え ば 、 第 一 支 持 部  
材 ４ Ａ に 対 応 す る 第 三 窪 み ４ ３ は ＋ Ｘ 方 向 に 窪 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 第 三 窪 み ４ ３ の 後 方 向  
側 は 、 第 一 、 第 二 窪 み ４ １ ， ４ ２ と 同 様 に 開 放 さ れ て い る 。 こ の た め 、 例 え ば 図 ７ に 示 す  
よ う に 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 第 三 窪 み ４ ３ に 嵌 め て 第 一 窪 み ４ １ 及 び 第 三 窪 み ４ ３ が 概 ね  
前 後 方 向 Ｘ に 並 ぶ よ う に 支 持 部 材 ４ を 配 置 し た 状 態 か ら 、 支 持 部 材 ４ を 前 方 向 （ 図 ７ で は  
＋ Ｘ 方 向 ） に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 支 持 部 材 ４ の 前 方 向 へ の 移 動 が 可 能 で あ る こ  
と で 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ を 第 一 窪 み ４ １ に 嵌 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 図 ７ に 示 し た 位 置 に 支 持 部 材 ４ が 配 置 さ れ た 状 態 で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 支 持 部  
材 ４ の 押 付 面 ４ ７ １ は 、 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に 押 し て い な い 。 図 ７ 、 ８ に 示 す 状 態 か ら  
支 持 部 材 ４ を 前 方 向 に 移 動 さ せ て 、 図 ９ に 示 す よ う に 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 第 一 窪 み ４ １ に  
嵌 ま る こ と に よ り 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 支 持 部 材 ４ の 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方  
向 に 押 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ， ３ ， ４ に 示 す よ う に 、 上 記 し た 支 持 部 材 ４ の 第 一 窪 み ４ １ 、 第 二 窪 み ４ ２ 及 び 第  
三 窪 み ４ ３ は 、 左 右 方 向 Ｙ に お い て ハ ウ ジ ン グ ３ の 両 方 の 外 側 に 配 置 さ れ た 支 持 部 材 ４ の  
側 壁 ４ ４ に 、 そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 左 右 両 側 に 位 置 す る 第 一 窪 み ４ １ に  
、 左 右 両 側 に 位 置 す る 第 一 軸 支 持 部 ３ １ を 嵌 め る こ と が で き る 。 ま た 、 左 右 両 側 に 位 置 す  
る 第 二 窪 み ４ ２ 及 び 第 三 窪 み ４ ３ に 、 左 右 両 側 に 位 置 す る 第 一 軸 支 持 部 ３ １ 、 第 二 軸 支 持  
部 ３ ２ を 嵌 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 支 持 部 材 ４ の 第 二 窪 み ４ ２ 及 び 第 三 窪 み ４ ３ は 、 支 持 部 材 ４ の 各  
側 壁 ４ ４ を 左 右 方 向 Ｙ （ 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ が 延 び る 方 向 ） に 貫 通 す る 同 一 の 貫 通 孔 ４ ５ の  
縁 に 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 ４ ５ は 、 側 壁 ４ ４ を 左 右 方 向 Ｙ か ら 見 て 側 壁 ４ ４ の 外 縁 に 開  
口 し な い 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 左 右 方 向 Ｙ の 両 側 に 位 置 す る 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ は 、 支 持  
部 材 ４ の 各 側 壁 ４ ４ の 貫 通 孔 ４ ５ に そ れ ぞ れ 挿 通 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 支 持 部 材 ４ が  
ハ ウ ジ ン グ ３ か ら 外 れ る こ と が 抑 制 又 は 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ に 形 成 さ れ る 貫 通 孔 ４ ５ は 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ  
３ に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 第 三 窪 み ４ ３ か ら 後 方 に 延 び る 第 一 通 路 ４ ５ １ と 、 第 一 通 路 ４ ５  
１ の 後 端 か ら 上 方 向 に 延 び て 、 第 二 窪 み ４ ２ の 後 側 の 空 間 に つ な が る 第 二 通 路 ４ ５ ２ と 、  
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を 有 す る 。 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 第 二 窪 み ４ ２ と 第 三 窪 み ４ ３ と の 間 で 移 動 さ せ る 際 に は 、  
第 二 軸 支 持 部 ３ ２ が 貫 通 孔 ４ ５ の 第 一 、 第 二 通 路 ４ ５ １ ， ４ ５ ２ を 通 れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ ， ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 支 持 部 材 ４ は 、 摺 動 傾 斜 面 ４ ６ を さ ら に 有 す る 。  
摺 動 傾 斜 面 ４ ６ は 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 第 三 窪 み ４ ３ に 嵌 め た 状 態 で 、 支 持 部 材 ４ の 第 一  
窪 み ４ １ が ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 軸 支 持 部 ３ １ に 近 づ く よ う に 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 中 心 に 支  
持 部 材 ４ を 一 方 側 （ 図 ６ ， ７ に お い て Ｄ １ 方 向 ） に 回 転 さ せ た 際 に 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ に  
当 た る 面 で あ る 。 摺 動 傾 斜 面 ４ ６ は 、 Ｄ １ 方 向 に お い て 第 一 窪 み ４ １ の 前 側 に 位 置 し て い  
る 。 摺 動 傾 斜 面 ４ ６ は 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 中 心 と す る 径 方 向 に 対 し て 上 記 し た 支 持 部 材  
４ の 回 転 方 向 （ Ｄ １ 方 向 ） の 後 側 に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ の 摺 動 傾 斜 面 ４ ６ を 第 一 軸 支 持 部 ３ １ に 当  
て た 状 態 か ら 支 持 部 材 ４ を さ ら に Ｄ １ 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 摺 動 傾 斜  
面 ４ ６ 上 を 摺 動 す る こ と で 、 支 持 部 材 ４ が 前 方 向 （ 図 ７ に お い て Ｄ ２ 方 向 ） に 移 動 し 、 第  
二 軸 支 持 部 ３ ２ が 第 三 窪 み ４ ３ か ら 後 方 向 に 離 れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 第  
一 軸 支 持 部 ３ １ を 第 一 窪 み ４ １ に 嵌 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ １ ， １ ２ に 示 す よ う に 、 付 勢 部 材 １ ３ の 後 端 に 押 し 付 け ら れ る 支 持 部 材 ４ の 押 付 面  
４ ７ １ は 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 方 向 側 に 向 く 面 で あ  
る 。 本 実 施 形 態 の 押 付 面 ４ ７ １ は 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て  
、 前 後 方 向 Ｘ に 直 交 す る 面 で あ る 。 な お 、 押 付 面 ４ ７ １ は 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に  
配 置 さ れ た 状 態 で 、 例 え ば 前 後 方 向 Ｘ 及 び 上 下 方 向 Ｚ の 両 方 に 対 し て 傾 斜 す る 面 を 含 ん で  
も よ い し 、 傾 斜 す る 面 の み に よ っ て 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ， ３ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 収 容 さ れ た フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト  
２ の 筒 状 部 材 １ ５ の 外 周 側 に お い て ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 移 動 可 能 で あ る 。 支 持 部 材 ４ は  
、 支 持 部 材 ４ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 移 動 さ せ て も 筒 状 部 材 １ ５ と 干 渉 し な い よ う に 構 成  
さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 図 １ ， ３ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ４ の 押 付 面 ４ ７ １ を 含 む 部 位  
（ 押 付 部 位 ４ ７ ） は 、 支 持 部 材 ４ の 左 右 両 端 の 側 壁 ４ ４ の 間 に 位 置 す る 。 ま た 、 押 付 部 位  
４ ７ は 、 左 右 方 向 Ｙ に お い て 筒 状 部 材 １ ５ の 両 側 に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ  
り 、 支 持 部 材 ４ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 移 動 さ せ て も 、 支 持 部 材 ４ の 押 付 部 位 ４ ７ は 筒 状  
部 材 １ ５ に 干 渉 し な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ で は 、 図 ２ ， １ ２ に 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ  
ン グ ３ 及 び 支 持 部 材 ４ が 傾 斜 案 内 面 ３ ８ ， ４ ８ を 有 す る 。 傾 斜 案 内 面 ３ ８ ， ４ ８ は 、 支 持  
部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 前 後 方 向 Ｘ 及 び 上 下 方 向 Ｚ の 両 方 に 傾 斜 す る  
面 で あ る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ の 傾 斜 案 内 面 ３ ８ と 支 持 部 材 ４ の 傾 斜 案 内 面 ４ ８ と は 、 支 持 部 材  
４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 前 後 方 向 Ｘ に お い て 対 向 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 具 体 的 に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 傾 斜 案 内 面 ３ ８ は 、 後 方 向 及 び 上 方 向 の 両 方 に 向 く 面 で あ り  
、 前 方 向 に 向 か う に し た が っ て 上 方 向 に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 支 持 部 材 ４ の 傾 斜 案  
内 面 ４ ８ は 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 で 、 前 方 向 及 び 下 方 向 の 両 方 に  
向 く 面 で あ り 、 前 方 向 に 向 か う に し た が っ て 上 方 向 に 向 か う よ う に 傾 斜 し て い る 。 第 二 位  
置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 支 持 部 材 ４ の 傾 斜 案 内 面 ４ ８ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 傾 斜 案 内 面 ３ ８ に 平  
行 し て い る 。
　 こ れ に よ り 、 図 １ １ ， １ ２ に 示 す よ う に 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 支 持 部 材 ４ を 、 図 １  
３ ， １ ４ に 示 す よ う に 前 方 向 （ 図 １ １ ～ １ ４ に お い て Ｄ ４ 方 向 ） に 移 動 さ せ る と 、 ハ ウ ジ  
ン グ ３ 及 び 支 持 部 材 ４ の 傾 斜 案 内 面 ３ ８ ， ４ ８ が 面 接 触 す る 。 そ し て 、 支 持 部 材 ４ を さ ら  
に 前 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 ハ ウ ジ ン グ ３ 及 び 支 持 部 材 ４ の 傾 斜 案 内 面 ３ ８ ， ４ ８ が 摺 動 し  
て 、 支 持 部 材 ４ が 上 方 向 に 案 内 さ れ る 。 す な わ ち 、 支 持 部 材 ４ が ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 上  
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方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 上 記 の 傾 斜 案 内 面 は 、 例 え ば ハ ウ ジ ン グ ３ 及 び 支 持 部 材 ４ の う ち 一 方 の 部 材 の み  
が 有 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 一 方 の 部 材 の 傾 斜 案 内 面 は 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配  
置 さ れ た 状 態 で 、 前 後 方 向 Ｘ に お い て 他 方 の 部 材 に 対 向 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ に お い て 、 付 勢 部 材 １ ３ を ハ ウ ジ ン グ ３ と  
支 持 部 材 ４ と の 間 に 挟 み 込 む 方 法 に つ い て 、 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 で は 、 第 一 フ ェ ル ー ル  
ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 付 勢 部 材 １ ３ を ハ ウ ジ ン グ ３ と 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ と の 間 に 挟 み 込 む 手 順 に  
つ い て 説 明 す る が 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ の 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 方 法 で は 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 予 め 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ を ハ ウ ジ ン グ  
３ に 挿 入 し て 収 容 し て お く 。 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 挿 入 す る 際 に  
は 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を 退 避 位 置 Ｐ １ に 配 置 し て お く 。 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 退 避 位 置 Ｐ １  
は 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 押 付 部 位 ４ ７ （ 押 付 面 ４ ７ １ ） を 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 す る 第 一 フ  
ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 挿 抜 経 路 か ら 退 避 さ せ た 位 置 で あ る 。 図 １ ， ６ に 示 す よ う に 、 第  
一 支 持 部 材 ４ Ａ が 退 避 位 置 Ｐ １ に 配 置 さ れ た 状 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 二 軸 支 持 部 ３ ２  
が 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 第 三 窪 み ４ ３ に 嵌 ま っ て お り 、 第 一 窪 み ４ １ 及 び 押 付 部 位 ４ ７ が 第  
三 窪 み ４ ３ の 上 方 向 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 付 勢 部 材 １ ３ を ハ ウ ジ ン グ ３ と 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ と の 間 に 挟 む た め に は 、 は じ め に 、 図  
６ ～ ８ に 示 す よ う に 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を 退 避 位 置 Ｐ １ か ら 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 中 心 に 第  
一 支 持 部 材 ４ Ａ を Ｄ １ 方 向 に 回 転 さ せ て 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 摺 動 傾 斜 面 ４ ６ を 第 一 軸 支  
持 部 ３ １ に 上 側 か ら 当 て る 。 こ の 状 態 に お い て 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 押 付 面 ４ ７ １ は 、 付  
勢 部 材 １ ３ の 後 方 向 に 間 隔 を あ け て 位 置 す る 。 ま た 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 第 一 窪 み ４ １ が  
、 第 二 、 第 三 窪 み ４ ２ ， ４ ３ の 後 方 向 に 位 置 し 、 第 二 窪 み ４ ２ が 第 三 窪 み ４ ３ の 上 方 に 位  
置 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 い で 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を さ ら に Ｄ １ 方 向 に 回 転 さ せ る 。 こ の と き 、 第 一 軸 支 持 部 ３  
１ が 摺 動 傾 斜 面 ４ ６ 上 を 摺 動 す る こ と で 、 図 ７ ～ １ ０ に 示 す よ う に 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が  
前 方 向 （ Ｄ ２ 方 向 ） に 移 動 す る 。 ま た 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ が 第 三 窪 み ４ ３ か ら 後 方 向 に 離  
れ 、 貫 通 孔 ４ ５ の 第 一 通 路 ４ ５ １ に 位 置 す る 。 こ れ に よ り 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が さ ら に Ｄ  
１ 方 向 に 回 転 し て 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 第 一 窪 み ４ １ に 嵌 ま る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が Ｄ ２ 方 向 に 移 動 す る こ と で 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 一 支 持  
部 材 ４ Ａ の 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １ ３ の 後 端 に 押 し 付 け ら れ 、 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に  
押 す 。 こ の 際 、 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に 押 す 長 さ は 短 い 。 こ の た め 、 押 付  
面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １ ３ を 押 す こ と に 伴 っ て 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ に 作 用 す る 付 勢 部 材 １ ３ の  
付 勢 力 は 小 さ い 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 構 造 で は 、 て こ の 原 理 を 利 用 し て 、 第 一 支 持 部 材 ４  
Ａ を Ｄ １ 方 向 に 回 転 さ せ る 力 が 、 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に 押 す 力 に 変 換 さ れ る 。 こ の た め  
、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を Ｄ １ 方 向 に 回 転 さ せ る 力 が 小 さ く 、 ま た 、 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材  
１ ３ を 押 す こ と に 伴 っ て 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ に 作 用 す る 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 が 大 き く て も  
、 押 付 面 ４ ７ １ に よ っ て 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に 押 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ９ ， １ ０ に 示 す 状 態 で は 、 付 勢 部 材 １ ３ は 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が 第 一 窪 み ４ １ に 嵌 ま  
る よ う に 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を 後 方 向 に 付 勢 す る 。 す な わ ち 、 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 が 、 第  
一 軸 支 持 部 ３ １ が 第 一 窪 み ４ １ か ら 抜 け 出 る こ と を 防 止 又 は 抑 制 し て い る 。 図 ９ ， １ ０ に  
示 す 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 位 置 は 、 前 述 し た 「 第 一 位 置 Ｐ ２ 」 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ の 後 、 図 ９ ～ １ ２ に 示 す よ う に 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 第 二 窪 み ４ ２ が ハ ウ ジ ン グ ３ の  
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第 二 窪 み ４ ２ に 近 づ く よ う に （ す な わ ち 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 前 端 部 が 下 方 向 に 移 動 す る  
よ う に ） 、 第 一 軸 支 持 部 ３ １ を 中 心 に 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を 一 方 側 （ Ｄ ３ 方 向 ） に 回 転 さ せ  
る 。 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の Ｄ ３ 方 向 へ の 回 転 に 伴 い 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ が 貫 通 孔 ４ ５ の 第 二  
通 路 ４ ５ ２ を 上 方 に 移 動 し て 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 到 達 す る 。 第 一 支 持 部  
材 ４ Ａ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 到 達 す る こ と で 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ は 、 第 二 通 路 ４ ５ ２ の 上 端 に  
お い て 前 方 向 側 に 位 置 す る 第 二 窪 み ４ ２ に 嵌 ま る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が Ｄ ３ 方 向 に 回 転 す る こ と で 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 第 一 支 持  
部 材 ４ Ａ の 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １ ３ の 後 端 に さ ら に 押 し 付 け ら れ 、 付 勢 部 材 １ ３ を さ  
ら に 前 方 向 に 押 す 。 こ の た め 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １ ３ を 押 す こ  
と に 伴 っ て 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ に 作 用 す る 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 は 大 き い 。 た だ し 、 こ こ で  
は 、 て こ の 原 理 を 利 用 し て 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を Ｄ ３ 方 向 に 回 転 さ せ る 力 が 、 付 勢 部 材 １  
３ を 前 方 向 に 押 す 力 に 変 換 さ れ る 。 こ の た め 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を Ｄ ３ 方 向 に 回 転 さ せ る  
力 が 小 さ く て も 、 押 付 面 ４ ７ １ に よ っ て 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に 押 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ １ ， １ ２ に 示 す よ う に 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 で は 、  
付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 に よ っ て 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が 後 方 向 に 押 さ れ る た め 、 第 一 、 第 二  
軸 支 持 部 ３ １ ， ３ ２ が 第 一 、 第 二 窪 み ４ １ ， ４ ２ に 嵌 ま っ た 状 態 に 保 持 さ れ る 。 ま た 、 こ  
の 状 態 に お い て 、 第 二 窪 み ４ ２ は 、 そ の 係 止 部 分 ４ ２ １ に よ っ て 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が 第  
一 軸 支 持 部 ３ １ を 中 心 に Ｄ １ 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 す る こ と を 規 制 す る 。
　 こ れ に よ り 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が ハ ウ ジ ン グ ３ に 係 合 さ れ 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が 付 勢 部  
材 １ ３ の 後 端 側 を 支 持 し た 状 態 に 保 持 さ れ る 。 す な わ ち 、 付 勢 部 材 １ ３ が ハ ウ ジ ン グ ３ と  
第 一 支 持 部 材 ４ Ａ と の 間 に 挟 み 込 ま れ た 状 態 に 保 持 さ れ る 。 以 上 に よ り 、 第 一 フ ェ ル ー ル  
ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 付 勢 部 材 １ ３ を ハ ウ ジ ン グ ３ と 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ と の 間 に 挟 み 込 む 方 法 が  
完 了 す る 。 な お 、 図 ２ ～ ３ に は 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ の 付 勢 部 材 １ ３ が ハ ウ ジ ン  
グ ３ と 第 二 支 持 部 材 ４ Ｂ と の 間 に 挟 み 込 ま れ た 状 態 に 保 持 さ れ て い る 様 子 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と 支 持 部 材 ４ と に  
よ る 付 勢 部 材 １ ３ の 挟 み 込 み を 解 除 す る 方 法 （ 解 除 方 法 ） に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明  
で は 、 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 付 勢 部 材 １ ３ の 挟 み 込 み を 解 除 す る 手 順 に つ い て 説  
明 す る が 、 第 二 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ｂ の 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 付 勢 部 材 １ ３ の 挟 み 込 み を 解 除 す る た め に は 、 図 １ １ ， １ ２ に 示 す よ う に 第 一 支 持 部 材  
４ Ａ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状 態 か ら 、 図 １ ３ ， １ ４ に 示 す よ う に 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ  
を 前 方 向 （ Ｄ ４ 方 向 ） に 移 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 第 一 、 第 二 窪 み ４  
１ ， ４ ２ が そ れ ぞ れ ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 、 第 二 軸 支 持 部 ３ １ ， ３ ２ か ら 前 方 向 に 離 れ る 。  
こ れ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 す る 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 上 下 方 向 Ｚ （ 特 に 上 方 向 ） へ の 移  
動 が 許 容 さ れ る 。 例 え ば 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 上 方 向 に 移 動 さ せ る  
と 、 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 に よ っ て 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が 後 方 向 に 移 動 し て も 、 図 １ ５ に 例  
示 す る よ う に 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 第 一 窪 み ４ １ に は ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 軸 支 持 部 ３ １ が  
嵌 ま ら な い 。 す な わ ち 、 付 勢 部 材 １ ３ の 挟 み 込 み を 解 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 解 除 方 法 で は 、 図 １ ３ ， １ ４ に 示 す 状 態 か ら 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を さ ら に 前  
方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 自 動 的 に 上 方 向 に 移  
動 さ せ る こ と が で き る 。 以 下 、 こ の 点 に つ い て 説 明 す る 。
　 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ を さ ら に 前 方 向 に 移 動 さ せ た 際 に は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン  
グ ３ 及 び 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 傾 斜 案 内 面 ３ ８ ， ４ ８ が 面 接 触 す る 。 そ し て 、 第 一 支 持 部 材  
４ Ａ を さ ら に 前 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 ハ ウ ジ ン グ ３ 及 び 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ の 傾 斜 案 内 面 ３  
８ ， ４ ８ が 摺 動 し て 、 第 一 支 持 部 材 ４ Ａ が 上 方 向 に 案 内 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 一 支 持 部 材  
４ Ａ が ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 自 動 的 に 上 方 向 に 移 動 す る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ に よ れ ば 、 回 転 機 構 ５ に よ  
る 支 持 部 材 ４ の 回 転 運 動 を 活 用 し て 、 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 （ 第 一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２  
Ａ の 場 合 、 ＋ Ｘ 方 向 ） に 押 す 。 す な わ ち 、 て こ の 原 理 を 利 用 し て 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に  
押 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 作 業 者 が 支 持 部 材 ４ を 押 す 力 （ 回 転 さ せ る 力 ） が 小 さ く  
て も 、 大 き な 力 で 付 勢 部 材 １ ３ を 前 方 向 に 押 す こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 小 さ な 力  
で あ っ て も バ ネ 圧 が 高 い 付 勢 部 材 １ ３ を ハ ウ ジ ン グ ３ と 支 持 部 材 ４ と の 間 に 挟 み 込 む こ と  
が で き る 。 し た が っ て 、 特 別 な 治 具 や 装 置 が 無 く て も 、 現 場 に お い て も フ ェ ル ー ル の 保 持  
構 造 １ を 容 易 に 組 み 立 て る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ で は 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た 状  
態 に お い て 、 支 持 部 材 ４ の 押 付 面 ４ ７ １ が 付 勢 部 材 １ ３ の 後 端 に 押 し 付 け ら れ る 。 こ れ に  
よ り 、 付 勢 部 材 １ ３ が ハ ウ ジ ン グ ３ と 支 持 部 材 ４ と の 間 に 挟 み 込 ま れ る 。 ま た 、 こ の よ う  
な 状 態 で は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ が 支 持 部 材 ４ の 第 二 窪 み ４ ２ が 、 支 持 部 材  
４ の 第 二 位 置 Ｐ ３ か ら 第 一 位 置 Ｐ ２ へ の 回 転 移 動 を 規 制 す る 。 し た が っ て 、 付 勢 部 材 １ ３  
の 付 勢 力 に 抗 っ て 、 支 持 部 材 ４ を 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 し た 状 態 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ で は 、 支 持 部 材 ４ を 第 二 位 置 Ｐ ３ か ら 付 勢 部 材 １  
３ の 付 勢 力 に 抗 っ て 前 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 支 持 部 材 ４ の 第 一 、 第 二 窪 み ４ １ ， ４ ２  
を そ れ ぞ れ ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 、 第 二 軸 支 持 部 ３ １ ， ３ ２ か ら 離 す こ と が で き る 。 こ れ に  
よ り 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と 支 持 部 材 ４ と に よ る 付 勢 部 材 １ ３ の 挟 み 込 み を 解 除 す る こ と が で き  
る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ で は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ 及 び 付 勢 部  
材 １ ３ （ フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ ） を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 着 脱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ で は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ 及 び 支 持 部 材 ４ が 傾 斜 案 内 面  
３ ８ ， ４ ８ を 有 す る 。 傾 斜 案 内 面 ３ ８ ， ４ ８ は 、 支 持 部 材 ４ を 第 二 位 置 Ｐ ３ か ら 前 方 向 に  
移 動 さ せ る こ と に 伴 っ て 、 支 持 部 材 ４ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 上 下 方 向 Ｚ （ 本 実 施 形 態 で  
は 上 方 向 ） に 移 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 支 持 部 材 ４ を 第 二 位 置 Ｐ ３ か ら 前 方 向 に 移 動 さ せ  
る だ け で 、 支 持 部 材 ４ の 第 一 、 第 二 窪 み ４ １ ， ４ ２ を 、 そ れ ぞ れ ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 、 第  
二 軸 支 持 部 ３ １ ， ３ ２ に 対 し て 上 下 方 向 Ｚ に ず れ て 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な  
状 態 で は 、 支 持 部 材 ４ が 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 に よ っ て ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 後 方 向 （ 第  
一 フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ Ａ の 場 合 、 － Ｘ 方 向 ） に 移 動 し て も 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 一 、 第 二  
軸 支 持 部 ３ １ ， ３ ２ が 支 持 部 材 ４ の 第 一 、 第 二 窪 み ４ １ ， ４ ２ に は 嵌 ま る こ と は な い 。 し  
た が っ て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と 支 持 部 材 ４ と に よ る 付 勢 部 材 １ ３ の 挟 み 込 み を 簡 単 に 解 除 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ で は 、 回 転 機 構 ５ が 、 支 持 部 材 ４ に 設 け ら れ 、 第  
二 軸 支 持 部 ３ ２ が 嵌 ま る こ と で 支 持 部 材 ４ が 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る 、  
第 三 窪 み ４ ３ を さ ら に 有 す る 。 第 三 窪 み ４ ３ は 、 支 持 部 材 ４ が 第 二 位 置 Ｐ ３ に 配 置 さ れ た  
状 態 で 、 第 二 窪 み ４ ２ に 対 し て 上 下 方 向 Ｚ （ 本 実 施 形 態 で は 下 方 向 ） か つ 前 方 向 に 位 置 し  
て い る 。 こ の た め 、 支 持 部 材 ４ を 第 二 位 置 Ｐ ３ か ら 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 に 抗 っ て 前 方 向  
に 移 動 さ せ た 後 に 、 さ ら に 、 支 持 部 材 ４ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 上 下 方 向 Ｚ （ 上 方 向 ） に  
移 動 さ せ る 。 こ の よ う な 状 態 で は 、 支 持 部 材 ４ を 付 勢 部 材 １ ３ の 付 勢 力 に よ っ て 支 持 部 材  
４ を 後 方 に 移 動 さ せ 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ を 支 持 部 材 ４ の 第 三 窪 み ４ ３ に 嵌  
め る こ と が で き る 。 第 二 軸 支 持 部 ３ ２ が 第 三 窪 み ４ ３ に 嵌 ま る こ と で 、 第 二 軸 支 持 部 ３ ２  
を 中 心 と し て 支 持 部 材 ４ を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、  
支 持 部 材 ４ の 押 付 面 ４ ７ １ を 付 勢 部 材 １ ３ の 後 端 側 か ら 上 方 向 に ず ら し た 位 置 に 退 避 さ せ  
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 支 持 部 材 ４ が ハ ウ ジ ン グ ３ か ら 取 り 外 さ れ な く て も 、 支 持  
部 材 ４ に よ っ て 阻 害 さ れ る こ と な く 、 フ ェ ル ー ル １ ２ 及 び 付 勢 部 材 １ ３ （ フ ェ ル ー ル ユ ニ  
ッ ト ２ ） を ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 容 易 に 挿 抜 す る こ と が 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ で は 、 フ ェ ル ー ル １ ２ の 後 方 側 に 位 置 す る 光 フ ァ  
イ バ １ １ が 筒 状 部 材 １ ５ に よ っ て 保 護 さ れ て い る 。 そ し て 、 支 持 部 材 ４ は 、 筒 状 部 材 １ ５  
の 外 周 側 に お い て ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 移 動 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 支 持 部 材 ４ を フ ェ ル  
ー ル １ ２ の 後 方 側 に お い て ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し て 移 動 さ せ る 際 に 、 支 持 部 材 ４ が 光 フ ァ イ  
バ １ １ に 接 触 す る こ と を 防 止 で き る 。 す な わ ち 、 筒 状 部 材 １ ５ に よ っ て 光 フ ァ イ バ １ １ を  
支 持 部 材 ４ か ら 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ で は 、 付 勢 部 材 １ ３ が 筒 状 部 材 １ ５ の 外 周 側 に 位  
置 す る 。 こ れ に よ り 、 付 勢 部 材 １ ３ が フ ェ ル ー ル １ ２ の 後 方 側 に お い て 光 フ ァ イ バ １ １ に  
接 触 す る こ と を 防 止 で き る 。 す な わ ち 、 筒 状 部 材 １ ５ に よ っ て 光 フ ァ イ バ １ １ を 付 勢 部 材  
１ ３ か ら 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 詳 細 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の  
で は な く 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ は 、 ２ つ の フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ 及 び 支 持 部 材 ４ が 取 り  
付 け ら れ る ア ダ プ タ と し て 構 成 さ れ る こ と に 限 ら ず 、 例 え ば １ つ の フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２  
及 び 支 持 部 材 ４ だ け が 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 ハ ウ ジ ン グ ３  
は １ つ の フ ェ ル ー ル ユ ニ ッ ト ２ 及 び 支 持 部 材 ４ と 共 に 光 コ ネ ク タ を 構 成 す る 。 光 コ ネ ク タ  
を 構 成 す る フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 １ に お い て 、 接 続 端 面 １ ２ １ を 含 む フ ェ ル ー ル １ ２ の 前  
端 部 は 、 例 え ば ハ ウ ジ ン グ ３ の 外 側 に 配 置 さ れ て も よ い 。 す な わ ち 、 ハ ウ ジ ン グ ３ は 、 フ  
ェ ル ー ル １ ２ の 少 な く と も 一 部 を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ て よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
１ … フ ェ ル ー ル の 保 持 構 造 、 ３ … ハ ウ ジ ン グ 、 ４ … 支 持 部 材 、 ５ … 回 転 機 構 、 １ １ … 光 フ  
ァ イ バ 、 １ ２ … フ ェ ル ー ル 、 １ ３ … 付 勢 部 材 、 １ ５ … 筒 状 部 材 、 ３ １ … 第 一 軸 支 持 部 、 ３  
２ … 第 二 軸 支 持 部 、 ３ ８ ， ４ ８ … 傾 斜 案 内 面 、 ４ １ … 第 一 窪 み 、 ４ ２ … 第 二 窪 み 、 ４ ３ …  
第 三 窪 み 、 １ ２ １ … 接 続 端 面 、 ４ ７ １ … 押 付 面 、 Ｐ ２ … 第 一 位 置 、 Ｐ ３ … 第 二 位 置 、 Ｘ …  
前 後 方 向 、 Ｙ … 左 右 方 向 （ 第 一 直 交 方 向 ） 、 Ｚ … 上 下 方 向 （ 第 二 直 交 方 向 ）
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7606008 B2 2024.12.24(16)

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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